
国保・後期高齢者ヘルスサポート事業 総括報告書　構成案

支援・評価委員、ワーキング・グループ委員より寄稿いただきたい内容

第三者による支援の必要性

〈平成26年度の活動〉

〈平成27年度の活動〉

評価計画等の必要性

保険者支援にあたっての工夫

外部委託における留意点等

〈平成28年度の活動〉

事業の優先順位付け等

工夫を凝らした保険者支援の展開

保険者支援の実際

〈3年間の国保・後期高齢者ヘルスサポート事業の成果〉

〈今後のヘルスサポート事業における保険者支援〉

平成28年4月「国保・後期高齢者ヘルスサポート事業 中間報告書」を作成、公表。それを踏まえ、平成26～28年度の事業の総括として、報告書を取り纏め、平成29年6月に公表を予定。

第１編  国保・後期高齢者
ヘルスサポート事業の3年
間の取組み

〈国保・後期高齢者ヘルスサポート事業の開始〉

見出し１ 項立て

3年間の取組の概要

論点①

第9回運営委員会での意見を反映し、第1編取組みの概要、第2編実績を記載した。総括報告書の構

論点②

３年間の成果としては、以

下の６点でよいか？

論点③
より効果的な保険者支援活動への留意点としては、以下の
6点でよいか？

論点④

国保連合会と都道府県がそれぞれ担う役割はどのようなものであるとよいか？

第１０回 国保・後期高齢者ﾍﾙｽｻﾎﾟｰﾄ事業運営委員会 資料
No.１-１平 成 ２ ９ 年 ４ 月 １ ３ 日 （ 木 ）

論点⑤

国保連合会の機能強化としてより具体的に記載するべき点は何かあるか？
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支援・評価委員、ワーキング・グループ委員より寄稿いただきたい内容見出し１ 項立て

3.2.1　支援・評価委員会の状況

3.2.2　支援形態、支援方法の工夫例、事務局による運営支援の方法

3.2.3　国保連合会による保険者向け研修会等

3.2.4　支援・評価委員会の支援を受けた保険者等の事例

2.4 保険者支援の形態

2.5 事務局による運営支援

3.1.1 保険者等が感じた効果

3.1.2 支援・評価委員会並びに事務局が感じた効果

第2章 国保連合会に
おける保険者支援

1.２ 国保連合会向け研修会の開催

1.5 保険者事例等のとりまとめ

1.4  国保・後期高齢者ヘルスサポート事業データヘルス計画・保健事業等に関する実態調査の実施

＜別冊＞

2.3 支援・評価委員会による保険者支援の実際

2.2 支援・評価委員会の開催

2.1 保険者等が特に困っている事項、助言を得たい事項を踏まえた支援体制の検討

＜別紙＞

2.6 国保連合会による保険者向け説明会・研修の開催

2.7 支援・評価委員会による保険者支援に見られた変化

第3章 国保・後期高
齢者ヘルスサポート
事業実施による成果
と今後に向けて（国保
連合会より提出され
た事業報告書より）

3.1 国保・後期高齢者ヘルスサポート事業実施による保険者等や支援・評価委員会委員・事務局が感じた効果

第２編
国保・後期高齢者ヘルスサ
ポート事業の3年間の実績

3.2 今後の国保・後期高齢者ヘルスサポート事業の展開に向けて

ＰＤＣＡサイクルに沿ったデータヘルス計画を策定している保険者等の事例

支援・評価委員会の支援により気付きがあり、効果的な変化が見られた保険者等の事例

講演資料

保健事業支援・評価委員会による支援事例

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業ガイドラインに示す書式

国保連合会による保険者向け説明会・研修の開催

1.1 運営委員会による検討

第1章 国保中央会に
よる国保・後期高齢
者ヘルスサポート事
業支援状況

1.３ 「国保連合会保健事業支援・評価委員会」委員による報告会の開催

国保連合会の機能強化としてより具体的に記載するべき点は何かあるか？

論点⑦

具体的にどのような形での効果検証を行うことが適切か？

論点⑥
支援を受けた保険者等や支援・評価委員会委員/事務局が感じた成果等の扱いはこれでよいか？
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